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現
在
庄
内
砂
丘
で
も
極
一

部
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
た
く
あ
ん
用
の
大
根
干

し
で
す
。
漬
物
の
消
費
量
と
、

米
の
消
費
量
は
比
例
し
ま
す

の
で
た
く
あ
ん
漬
の
消
費
も

年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

風
景
も
近
い
将
来
に
は
消
滅

し
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
干
支
は
馬
で
す
が
、

暴
れ
馬
の
よ
う
な
年
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
こ
の
写
真
の

よ
う
な
小
春
日
和
の
よ
う
な

日
々
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

撮
影
に
協
力
し
て
く
れ
た

の
は
農
業
委
員
会
と
の
交
流

会
に
参
加
し
て
く
れ
た
山
形

大
学
の
学
生
さ
ん
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
田
畑
で
若
い
女

性
の
姿
を
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
健

勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
春
先
の
天
候
不
順
や
、

７
月
の
断
続
的
な
大
雨
の
影
響

に
よ
り
特
産
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」

が
平
年
に
比
べ
て
生
産
量
が
極

端
に
減
少
す
る
と
い
う
残
念
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
水
稲
に
つ
い
て
は
庄

内
地
方
は
作
況
指
数
１
０
０
の

「
平
年
並
」
と
な
り
ま
ず
ま
ず
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
は
、
国
の
施
策
で
あ
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
が
、
二
年
目
を

迎
え
、
本
市
で
も
ほ
と
ん
ど
の

地
域
が
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り

組
み
、「
青
年
就
農
給
付
金
」
や

「
農
地
集
積
協
力
金
」
な
ど
の
支

援
措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
業
委
員
会
を
め
ぐ
っ

て
は
、
臨
時
国
会
に
お
い
て
「
農

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関

す
る
法
案
」
が
可
決
さ
れ
る
と

と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
活
動
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
11
月

の
総
会
に
お
い
て
決
議
し
た
、

平
成
26
年
度
鶴
岡
市
農
業
振
興

施
策
予
算
に
関
す
る
建
議
書
を

は
じ
め
、
国
な
ど
へ
の
建
議
、

要
望
な
ど
議
案
７
件
の
提
出
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
農

家
の
皆
様
の
声
を
ま
と
め
た
も

の
で
も
あ
り
、
今
後
と
も
農
業

者
の
代
表
と
し
て
の
行
動
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
行
動
す
る
農
業
委
員
」
を

目
指
し
、
農
業
振
興
・
担
い
手

専
門
、
営
農
専
門
、
食
育
・
地
産

地
消
専
門
各
委
員
会
と
も
そ
れ

ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
や
役
割
は
年
々

大
き
く
な
り
、
改
め
て
そ
の
責

務
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
本

年
も
日
々
の
活
動
を
通
し
て
農

業
者
の
付
託
に
答
え
て
い
く
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。　

　

わ
が
国
は
円
高
に
よ
る
経
済

低
迷
か
ら
の
脱
却
や
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
、
未
だ
傷
跡

深
い
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
な
ど
、

ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
農
地
中
間
管
理

機
構
の
設
置
、
さ
ら
に
は
生
産

調
整
の
廃
止
や
稲
作
農
家
へ
の

補
助
金
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
、

我
が
国
の
農
業
は
大
き
な
節
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

委
員
一
丸
と
な
り
農
業
関
係
団

体
と
一
致
団
結
し
て
本
市
農
業

の
振
興
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

10
月
29
日
、
酒
田
市
民
会
館

希
望
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
約
650

人
が
参
加
し
て
、
県
農
業
委
員

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
国

益
を
守
れ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

反
対
し
持
続
可
能
な
農
業
を
確

立
し
よ
う
」
な
ど
の
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
提
案
さ
れ
た

議
案
は
４
議
案
あ
り
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
活
動
、
女
性
や
青
年

農
業
者
等
の
農
業
委
員
登
用
に

つ
い
て
、
そ
し
て
鶴
岡
市
の
冨

樫
会
長
職
務
代
理
者
が
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
と
遊
休
農
地
対
策
に

つ
い
て
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
基
本

と
し
て
関
連
団
体
と
連
携
し
て

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

《
永
年
勤
続
・
十
五
年
》

　

勤
続
15
年
以
上
の
方
が
、
永

年
勤
続
委
員
と
し
て
本
大
会
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
今
野
喜
好
委

員
（
大
山
）
伊
藤
敏
一
委
員
（
熊

出
）
菅
井
巌
委
員
（
中
楯
）
の

３
名
が
、
山
形
県
農
業
会
議
会

長
賞
を
受
賞
。
３
名
と
も
、
鶴

岡
市
合
併
以
前
か
ら
大
変
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

鈴
木　

早
苗
）
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会
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会
長　

　
　
　

会
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三
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伸
一

三
浦
伸
一

　

農
業
政
策
の
転
換
期
に

　

農
業
政
策
の
転
換
期
に

　
　
　
　
　
　
　

一
致
団
結
を

　
　
　
　
　
　
　

一
致
団
結
を

山形県農業委員大会山形県農業委員大会
開催される開催される

永年勤続永年勤続３３名受賞名受賞

鶴岡市長への建議・要望
● 平成 26年度鶴岡市農業振興施策予算に関する建議書
　１. 新たな経営所得安定対策と日本型直接支払い制度の早期の法定化

　２. 政府備蓄米を長期的に買い入れる仕組みの構築

　３.青年就農給付金と農の雇用事業について、十分な財源の確保と認定農業者に対する補助制度の充実

　４. 畜産経営の安定化を図る支援策や肉類・乳製品の消費拡大

　５. 幼稚園・保育園への野菜の苗・種子代の補助の拡充

　６. 鳥獣被害の未然防止と猟友会等の有害鳥獣駆除の体制づくりに必要な予算の確保

　７. 農業委員研修の継続と事務局体制の充実
●「つるおか野菜いっぱい」で健康増進を図る要望書
　１.市民の健康維持のため、バランスのとれた食事と野菜をもっと食べる習慣が定着するような取り組みの実施

　２. 子どもや大人向けの年代に合わせたパンフレットの作成や広報等による啓蒙活動の充実
● 女性農業者、新規就農者の育成に関する要望書
　１. 女性農業者、新規就農者の情報交換会等交流の場の検討

内閣総理大臣・農林水産大臣への建議・要望
● ＴＰＰ（環太平洋連携協定）断固反対に関する建議書
● 安定的な担い手確保に向けた農業施策の確立を求める要望書
● 農地の利用権と抵当権等に関する要望書
● 中山間地域における農地保全対策に関する要望書

市長へ建議・要望書提出
農業者の生の声を市政に

榎本市長へ建議・要望書を手渡す三浦会長と役員
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11
月
8
日
に
鶴
岡
市
農
業
委

員
会
第
５
回
定
例
総
会
が
、
農

林
水
産
部
長
、
農
政
課
長
、
農

政
課
主
幹
、
農
山
漁
村
振
興
課

長
の
臨
席
を
仰
ぎ
出
羽
庄
内
国

際
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
７

件
す
べ
て
の
議
案
が
全
員
賛
成

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
28
日
に
は
、
三
浦
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
５
名
で

榎
本
政
規
市
長
を
訪
問
し
、
建

議
・
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
鶴
岡
市
農

業
振
興
施
策
予
算
に
関
す

る
建
議
に
つ
い
て
市
長
は
、

「
国
の
農
業
政
策
も
大
き

く
転
換
し
て
い
く
時
期
を

迎
え
て
い
る
。
鶴
岡
市
が

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

踏
ま
え
て
、
鶴
岡
市
の
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
つ
る
お
か
野
菜

い
っ
ぱ
い
」
で
健
康
増
進

を
図
る
要
望
や
女
性
農
業

者
、
新
規
就
農
者
の
育
成

に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

は
、
「
農
業
委
員
会
か
ら
は
い

ろ
い
ろ
な
提
案
を
お
願
い
し
た

い
。
鶴
岡
市
で
も
で
き
る
限
り

支
援
し
て
い
く
。
」
と
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
意
欲
と
希

望
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め

る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
と
も
農
業
現
場
の
生
の
声
を

鶴
岡
市
、
ま
た
県
や
国
へ
伝
え

て
い
き
ま
す
。

鶴岡市長への建議・要望鶴岡市長への建議・要望
● ● 平成 26年度鶴岡市農業振興施策予算に関する建議書平成26年度鶴岡市農業振興施策予算に関する建議書
　１. 新たな経営所得安定対策と日本型直接支払い制度の早期の法定化　１. 新たな経営所得安定対策と日本型直接支払い制度の早期の法定化

　２. 政府備蓄米を長期的に買い入れる仕組みの構築　２. 政府備蓄米を長期的に買い入れる仕組みの構築

　３.　３. 青年就農給付金と農の雇用事業について、十分な財源の確保と認定農業者に対する補助制度の充実青年就農給付金と農の雇用事業について、十分な財源の確保と認定農業者に対する補助制度の充実

　４. 畜産経営の安定化を図る支援策や肉類・乳製品の消費拡大　４. 畜産経営の安定化を図る支援策や肉類・乳製品の消費拡大

　５. 幼稚園・保育園への野菜の苗・種子代の補助の拡充　５. 幼稚園・保育園への野菜の苗・種子代の補助の拡充

　６. 鳥獣被害の未然防止と猟友会等の有害鳥獣駆除の体制づくりに必要な予算の確保　６. 鳥獣被害の未然防止と猟友会等の有害鳥獣駆除の体制づくりに必要な予算の確保

　７. 農業委員研修の継続と事務局体制の充実　７. 農業委員研修の継続と事務局体制の充実
●●「つるおか野菜いっぱい」で健康増進を図る要望書「つるおか野菜いっぱい」で健康増進を図る要望書
　１.　１.市民の健康維持のため、バランスのとれた食事と野菜をもっと食べる習慣が定着するような取り組みの実施市民の健康維持のため、バランスのとれた食事と野菜をもっと食べる習慣が定着するような取り組みの実施

　２. 子どもや大人向けの年代に合わせたパンフレットの作成や広報等による啓蒙活動の充実　２. 子どもや大人向けの年代に合わせたパンフレットの作成や広報等による啓蒙活動の充実
● ● 女性農業者、新規就農者の育成に関する要望書女性農業者、新規就農者の育成に関する要望書
　１. 女性農業者、新規就農者の情報交換会等交流の場の検討　１. 女性農業者、新規就農者の情報交換会等交流の場の検討

内閣総理大臣・農林水産大臣への建議・要望内閣総理大臣・農林水産大臣への建議・要望
● ● ＴＰＰ（環太平洋連携協定）断固反対に関する建議書ＴＰＰ（環太平洋連携協定）断固反対に関する建議書
● ● 安定的な担い手確保に向けた農業施策の確立を求める要望書安定的な担い手確保に向けた農業施策の確立を求める要望書
● ● 農地の利用権と抵当権等に関する要望書農地の利用権と抵当権等に関する要望書
● ● 中山間地域における農地保全対策に関する要望書中山間地域における農地保全対策に関する要望書

市長へ建議・要望書提出市長へ建議・要望書提出
農業者の生の声を市政に農業者の生の声を市政に

建議・要望活動は、本農業委員会が毎年行っている非常に重要な
活動のひとつです。その活動は農業委員ひとり一人がそれぞれの
地区で農業のあり方、課題や要望等現場の声を積み上げたもの
です。

榎本市長へ建議・要望書を手渡す三浦会長と役員榎本市長へ建議・要望書を手渡す三浦会長と役員

詳しくは農業委員会
ホームページをご覧下さい。


